
研修パッケージ「観察・実験編」 ＞ 「指導場面動画から学ぼう」 

「気体検知管を使って，物が燃える前と物が燃えた後の二酸化炭素の体積の割合の変化を調べる」（小学６年生 燃焼の仕組み） 

研修会の手引き（研修会担当者，ファシリテーター用） 

観察・実験を再現性*1 の高いものにするための指導の在り方について学ぶ研修会です。指示や説明，

助言が不足していたり，間違っていたりする点*2 がある指導場面動画を視聴し，研修会参加者自身が実

際に観察・実験に取り組む内容となっています。次の①，②の効果が期待できます。 

① 実際に観察・実験に取り組むことで，研修会参加者自身の観察・実験に関する技能が向上します。 

② 観察・実験を再現性の高いものするために必要な指示や正しい指示等について学ぶことができます。 
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その③ 

□ 観察・実験に必要な物を用意しましょう。 

① 研修会運営に関する準備物（☆は「みやぎ理科支援ナビ」からダウンロード） 

□ パソコン 

□ プロジェクター，スクリーン 

  （大型 TV 等でも可） 

□ 実験結果集計表（☆） 

□ スピーカー（必要に応じて） 

□ 研修会用スライド（☆） 

□ ワークシート（☆） 

 

② 実験準備物（下写真は，１グループあたりの準備物。トレイに入れておくとよい。） 

気体検知管 

ＣＯ2（0.03～１％） 

ＣＯ2（0.５～８％） 

[各３本ずつ]  

雑巾 

[2 枚] 

マッチ[１箱] 

ろうそく立て[１本] 

保護めがね 

[人数分] 

気体採取器セット 

[１セット] 

・気体採取器 

・チップホルダ 

・カバーゴム 

集気びんのふた 

[１個] 

集気びん 

[１個] 

燃えさし入れ[１個] ろうそく[１本] 

その① 

□ 上記内容から， 

研修のねらいを 

確認しましょう。 

その② 

□ グループ編成をしましょう。 

  ・ １グループ２～４人。 

  ・ 理科指導の経験がある人と経験がない人が，同じグルー

プになるように編成すると，より効果が期待できます。 

*1 人や場所や条件を変えて複数回行っても，同一の条件下では，同一の結果が得られるということ。 

*2 その指示等を行わなかったり，間違えてしまったりしたことで，観察・実験の再現性が損なわれてしまうもの。 

その④ □ 研修会を実施しましょう。 

※実験結果をタブレットで共有する場合や，気体検知管の使い方が記載されている

「手元資料」を研修会で使用する場合は，参加者にインターネットに接続できる端

末を持参するようにお声掛けください。 

※実験結果をオンラインで共有する場合にお使いください。 


